
図 1. 2024 年 8 月 20 日に姫島で観測された、(a) pH と大気 CO2 濃度 (xCO2) 

(ppm) と CO2 噴出域からの距離 (m) の関係、及び (b) 大型海藻の一種である

ホンダワラ科 4 種の被覆率の組成比 (%) と CO2 噴出域からの距離 (m) の関

係。IPCC （注 2）で採用された RCP （注 3） 8.5 シナリオ下で 2040 年、2050

年、2060 年に到達すると予測される xCO2 の水準 (Meinshausen et al. 2011; 

Yamamoto-Kawai et al. 2015) も示す

　本研究では、日本近海の 2 つの浅海域 CO2 噴出域（大

分県姫島及び鹿児島県昭和硫黄島）を海洋学の観点から初

めて調査しました。その結果、いずれの CO2 噴出域周辺

においても、海水の CO2 濃度が高く、pH が低いことが分

かりました（図 1, 図 2）。これは、人為的な CO2 排出量

が大幅に削減されない限り、今世紀末までに生じると予測

される海洋環境です。また、CO2 噴出域周辺における生

物相の遷移と生物多様性の減少も確認されました（図 1）。

つまり、海洋生物保全の観点から、人為的な CO2 の大幅

な削減による海洋酸性化の緩和が不可欠であることを示唆

しています。このように、浅海 CO2 噴出域は、海洋酸性

化が海の生態系や生物多様性に及ぼす影響を実証する天然

の実験場として機能すると考えられます。

研究内容2

　海底から火山性のガスが噴出している海域が日本の周辺

でも何カ所か報告されています。これまでの火山性ガスの

噴出に関する研究の多くは、比較的アクセスが容易で人間

社会にとって重要な沿岸の浅海域を対象に、主に火山学や

地球化学の観点から行われてきました。浅海域の CO2 噴

出域は、人間活動に伴う CO2 の排出量が大幅に削減され

ない場合の、海洋酸性化 （注 1）が進行した将来の海洋環

境を先取りしているとみなすことができます。

研究背景1

　東京大学大気海洋研究所の藤井賢彦教授らの研究グループは、大分県姫島及び鹿児島県昭和硫黄島周辺の海底から CO2 が噴出し

ている海域を海洋学の観点から初めて調査しました。その結果、CO2 噴出域周辺では海水の CO2 濃度が高く、通常海域とは大きく

異なる生態系が形成されており、通常海域と比べて生物多様性が減少していることが分かりました。CO2 噴出域は人間活動に伴っ

て排出される CO2 がこのまま増え続けた場合の「将来の海」と見なすことができます。よって、CO2 噴出域の海洋環境や生態系を

詳しく調べることで、海の生態系や生物多様性を保全するために、人為起源 CO2 の排出を今後どの程度に留める必要があるかといっ

た具体的な知見を得られると期待されます。
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大気中に放出された CO2 を海洋が吸収することで、海水中の水素イオン濃度が上昇し、弱アルカリ性の海水の性質が中性あるいは酸性

の方向に変化する現象。人間活動に伴って排出される CO2 が主な原因である。

国連環境計画（UNEP）と世界気象機関（WMO）により 1988 年に設立された政府間組織で、各国政府の気候変動に関する政策に科学

的な基礎を付与することを目的としている。

IPCC で採用された、将来の CO2 を含む温室効果ガスの排出シナリオ。将来の人間活動の違いを想定した 4 つのシナリオがあり、RCP 8.5

シナリオは従来の社会や経済の枠組みの延長線上での経済成長を想定した、温室効果ガスの排出が最も多いシナリオである。

注 1　海洋酸性化

注 2　IPCC 

（Intergovernmental Panel on Climate 

Change; 気候変動に関する政府間パネル）

注 3　RCP（Representative Concentration 

Pathways; 代表濃度経路シナリオ）
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図 2 昭和硫黄島沿岸水深 4m における pH の値の分布。pH の値と IPCC RCP 8.5 シナリオ下での 2040 年、2060 年、2090 年、2100 年水準の CO2 濃度との対比も示す
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　本研究で調査した浅海域 CO2 噴出域はいずれもジオ

パークに位置しており、これらの浅海 CO2 噴出域をスタ

ディツアーやエコツーリズムのフィールドツアーの題材と

して活用することは、海洋酸性化や気候変動が海洋生物に

及ぼす影響に関する認識の向上に貢献すると期待されます。

社会的意義・今後の展望3

（Progress in Earth and Planetary Science 誌

日本語要旨を改変の上で引用 ; 
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